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夏
期
一
泊
見
学
会
の
記

今
日
の
好
き
日
を
、
近
江
八
幡
駅
に
集
合
、
宇
野
先
生
以
下
二

十
人
出
迎
え
の
近
江
バ
ス
に
て
、
一
路
南
下
し
て
、
左
折
し
、
日

野
川
を
渡
っ
て
ま
ず
竜
王
寺
に
行
く
。
松
林
に
お
お
わ
れ
て
南
北

に
の
び
る
な
だ
ら
か
な
山
。
竜
王
山
は
竜
王
寺
の
背
後
の
標
高
三

0
八
・
八
米
の
さ
し
て
高
い
山
で
は
な
い
が
心
の
引
か
れ
る
山
で

あ
る
。
雪
野
山
と
も
よ
ば
れ
る
。

奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
た
雪
野
寺
の
跡
が
山
の
南
麓
で
発
掘
さ

れ
た
の
は
昭
和
十
年
で
塑
像
片
と
風
鐸
を
出
土
し
た
。
代
表
的
な

も
の
は
京
大
文
学
部
陳
列
館
に
保
官
す
る
童
形
首
部
の
塑
像
は
、

ま
こ
と
に
可
憐
な
も
の
で
、
我
が
国
、
塔
基
塑
像
群
の
代
表
作
の

―
つ
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
を
境
内
に
持
つ
竜
王
寺
（
天
台
宗
）
は

雪
野
寺
の
後
継
寺
院
で
あ
る
。
門
を
入
る
と
正
面
に
本
堂
、
右
に

鐘
楼
、
左
に
庫
裏
が
あ
り
前
面
に
美
し
い
老
松
が
茂
っ
て
、
さ
さ

や
か
で
あ
る
が
美
し
い
境
内
で
あ
る
。
本
堂
の
本
尊
薬
師
如
来
は

秘
仏
で
例
年
旧
暦
の
八
月
十
五
日
に
喘
息
の
「
へ
ち
ま
封
じ
」
が

執
行
さ
れ
て
そ
の
日
に
開
扉
さ
れ
る
が
特
別
に
拝
観
さ
し
て
頂
い

こ。f
 客

仏
の
地
蔵
、
観
音
両
菩
薩
像
は
平
安
末
期
の
造
像
で
、
左
右

脇
坦
の
十
二
神
将
立
像
（
重
文
、
鎌
倉
時
代
）
は
寄
木
遥
玉
眼
入

り
極
彩
色
像
で
、
高
さ
七
七
糎
前
後
十
二
体
そ
れ
ぞ
れ
に
変
化
の

あ
る
姿
態
が
面
白
く
、
頭
上
に
十
二
支
を
あ
ら
わ
す
鎌
倉
末
期
の

佳
作
で
あ
る
。
鐘
楼
に
は
一
条
天
皇
御
庚
筆
の
「
竜
寿
鐘
殿
」
の

額
が
掲
げ
ら
れ
、
鐘
を
本
尊
と
し
て
、
ま
つ
っ
て
い
る
。

寺
伝
に
よ
る
と
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
こ
の
地
に
住
む
小
野
時

兼
が
一
人
の
美
女
と
契
を
な
す
こ
と
三
年
の
後
、
女
は
平
木
の
沢

の
主
で
あ
る
と
い
っ
て
玉
手
箱
を
形
見
に
の
こ
し
て
去
っ
た
が
時

兼
は
恋
慕
に
た
え
ず
平
木
の
沢
に
行
っ
た
と
こ
ろ
女
は
長
十
丈
ば

か
り
の
大
蛇
の
姿
で
あ
ら
わ
れ
た
時
兼
は
び
っ
く
り
し
て
馳
り
帰

り
箱
を
開
く
と
、
鐘
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
雪
野
寺
に
寄
進
し
た
。

銅
鐘
（
奈
良
時
代
）
は
高
さ
一
・
一
九
米
撞
座
は
竜
頭
と
直
角
で

高
い
位
置
に
つ
く
。
竜
頭
は
人
目
に
ふ
れ
る
の
を
い
と
う
て
、
白

布
で
包
ん
で
あ
る
。
美
女
の
伝
説
を
思
い
あ
わ
せ
て
神
秘
感
が
た

ー
—
七
月
二
十
二
日
・
ニ
十
三
日
I

夏

期

泊

見

学

会

の

記

五

原

辰

之

助



夏
期
一
泊
見
学
会
の
記

だ
よ
う
。

次
に
竜
王
町
の
盆
地
の
中
央
に
ひ
と
き
わ
大
き
い
森
の
中
に
あ

る
社
殿
構
成
美
の
と
と
の
っ
た
苗
村
神
社
に
参
拝
す
る
。
楼
門

（
重
文
、
室
町
、
応
永
頃
）
三
間
一
戸
入
母
屋
造
。
内
部
の
板
藻

股
と
虹
梁
は
応
永
(
-
三
九
四
ー
一
四
二
七
）
ご
ろ
の
建
造
と
い

う
に
ふ
さ
わ
し
い
様
式
で
あ
る
。
そ
の
奥
に
拝
す
る
中
央
の
社
殿

は
西
本
殿
（
国
宝
）
で
前
室
（
主
屋
の
前
に
菱
格
子
で
囲
う
た
）

付
三
間
社
流
造
、
檜
皮
葺
一
間
の
向
拝
を
つ
け
る
。
と
く
に
前
室

正
面
の
慕
股
は
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
で
あ
る
。
徳
治
三
年
(
-
三

0
八
）
二
月
四
日
造
立
始
め
同
三
月
十
九
日
造
立
の
棟
札
が
あ
る
。

全
形
も
細
部
も
見
事
に
整
い
。
殊
に
前
室
（
底
）
の
前
面
と
両
側

に
入
れ
た
菱
格
子
は
中
世
好
み
の
繊
細
な
も
の
で
あ
る
。
本
殿
向

か
っ
て
左
の
八
幡
社
本
殿
（
重
文
室
町
）
は
一
間
社
流
造
、
檜
皮

葺
、
主
屋
三
面
の
藻
股
内
の
三
弁
宝
珠
、
桐
、
牡
丹
の
唐
草
彫
刻

が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
の
日
吉
社
本
殿
（
室
町
）
も
簡

素
だ
が
室
町
末
の
建
造
で
あ
ろ
う
。

東
方
の
森
の
野
趣
に
み
ち
る
松
林
の
参
道
の
奥
に
東
本
殿
（
重

文
、
室
町
）
が
建
っ
て
い
る
三
間
社
、
流
造
、
檜
皮
葺
、
向
拝
の

三
弁
宝
珠
唐
草
を
彫
っ
た
慕
股
は
、
り
つ
ば
だ
が
、
全
体
と
し
て
、

江
戸
補
修
部
材
が
目
立
つ
。
社
務
所
で
宮
司
さ
ん
。
宇
野
先
生
の

く
に
さ
づ
ち

お
話
を
承
り
、
昼
食
を
す
ま
す
。
西
本
社
は
国
狭
槌
尊
を
祭
る
が

昔
は
神
仏
混
交
で
そ
の
な
ご
り
の
本
地
堂
が
境
内
南
に
あ
り
、
厨

子
内
に
安
置
す
る
不
動
明
王
立
像
（
重
文
、
鎌
倉
）
は
寄
木
造
、

彩
色
高
さ
九
七
糎
腰
を
ひ
ね
っ
た
姿
体
に
変
化
が
あ
り
藤
原
風
を

の
こ
す
鎌
倉
初
期
の
佳
作
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
バ
ス
に
乗
り
石
塔

の
集
落
を
は
づ
れ
て
気
分
の
よ
い
道
を
行
く
と
、
さ
さ
や
か
な
寺

門
の
う
ち
に
本
堂
と
庫
裏
が
つ
つ
ま
し
く
建
つ
。

石
塔
寺
（
天
台
宗
）
に
至
る
。
目
的
の
古
石
塔
は
山
腹
に
あ
る
。

門
前
か
ら
一
直
線
に
の
び
る
石
段
を
登
り
つ
め
る
と
、
山
腹
を
切

り
開
い
た
所
に
数
千
の
小
石
塔
に
囲
ま
れ
て
特
異
な
姿
の
三
重
石

塔
（
重
文
、
奈
良
）
が
立
っ
て
い
る
。
高
さ
七
・
一
七
米
、
三
重

石
塔
と
し
て
最
大
で
又
現
存
の
石
層
塔
と
し
て
は
最
古
の
遣
品
で

あ
る
。相

輪
は
後
補
だ
が
、
あ
と
は
古
い
ま
ま
で
各
重
別
石
で
造
っ
た

軸
部
は
背
が
高
く
梯
形
を
な
し
、
と
く
に
初
重
は
前
後
二
枚
石
と

す
る
。
屋
根
は
ゆ
る
＜
、
ふ
く
れ
軒
反
り
は
ゆ
る
や
か
で
軒
口
は

斜
め
に
内
に
切
る
。
各
重
の
逓
減
が
大
き
い
の
で
、
非
常
に
安
定

す
る
石
塔
の
姿
に
は
大
陸
的
な
雄
大
惑
が
た
だ
よ
う
。
様
式
は
日

本
の
後
世
の
も
の
と
は
風
格
を
異
に
し
、
大
陸
中
国
の
も
の
よ
り

も
朝
鮮
百
済
の
も
の
と
細
部
手
法
や
、
つ
り
あ
い
が
よ
く
似
て
い

あ
し
よ
か
お
う

る
。
古
く
か
ら
阿
育
王
塔
と
称
し
「
顔
平
盛
衰
記
」
第
七
に
「
近

江
石
塔
寺
の
事
」
が
見
え
次
の
よ
う
な
物
語
が
書
い
て
あ
る
。

平
安
時
代
中
ご
ろ
三
河
守
大
江
定
基
が
出
家
し
て
寂
照
法
師
と

な
り
、
大
唐
国
に
渡
り
清
涼
山
に
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
、
寺
僧
が
毎

五
四



朝
池
を
回
る
の
を
不
審
に
思
っ
て
た
ず
ね
る
と
昔
仏
生
国
の
阿
育

王
が
投
げ
た
八
万
四
千
基
の
塔
の
一
っ
が
日
本
国
江
州
石
塔
寺
に

と
ど
ま
り
、
朝
日
が
日
本
に
昇
る
時
石
塔
の
影
が
は
る
か
に
こ
の

池
に
う
つ
る
の
を
礼
拝
す
る
た
め
で
あ
る
と
答
え
た
の
で
寂
照
は

日
本
に
そ
の
こ
と
を
書
き
送
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
が

寛
弘
三
年

(
-
0
0六
）
に
朝
聞
に
達
し
勅
使
が
こ
の
地
に
遣
は

さ
れ
た
が
石
塔
の
所
在
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
狩
人
の
白
犬

が
こ
の
山
頂
を
教
え
埋
も
れ
て
い
た
石
塔
が
掘
り
出
さ
れ
た
と
い

う
伝
説
が
あ
る
。
三
重
石
塔
の
東
側
の
土
壇
上
に
五
輪
塔
二
基

（
重
文
、
鎌
倉
及
南
北
朝
）
が
あ
る
。
一
は
嘉
元
二
年
(
-
―
―

10

四
）
在
銘
で
一
・
三
三
米
、
近
江
に
は
五
輪
塔
の
在
銘
遣
品
が
少

な
い
の
で
貴
重
な
遣
品
で
あ
る
。
そ
の
横
に
立
つ
宝
塔
（
重
文
、

鎌
倉
）
は
高
さ
一
・
六
四
米
し
か
し
相
輪
は
本
来
の
も
の
で
は
な

い
。
壇
上
積
式
基
礎
の
格
狭
間
三
面
に
開
蓮
を
入
れ
一
面
は
銘
文

を
刻
む
。
そ
れ
に
よ
っ
て
正
安
四
年
(
-
三

0
三
）
に
大
工
、
平

景
吉
が
製
作
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
近
江
石
大
工
で
名
前
の
わ

か
る
の
は
、
こ
の
人
だ
け
で
犬
上
郡
甲
良
町
西
明
寺
宝
塔
も
同
人

の
作
で
あ
る
。
松
風
の
音
を
後
に
し
て
東
近
江
の
平
野
の
東
、
鈴

鹿
山
系
の
山
な
み
の
麓
に
古
来
有
名
な
湖
東
三
山
の
一
っ
百
済
寺

（
天
台
宗
）
に
向
う
。
あ
と
の
二
寺
は
金
剛
輪
寺
と
西
明
寺
で
あ

る。
百
済
寺
は
寺
伝
に
よ
る
と
推
古
天
皇
十
五
年
（
六

0
七
）
に
聖

夏
期
一
泊
見
学
会
の
記

五
五

徳
太
子
が
創
建
さ
れ
、
百
済
か
ら
来
た
僧
恵
聡
、
道
欣
、
観
勒
な

ど
が
太
子
の
命
に
よ
り
住
い
し
た
の
で
百
済
寺
と
号
し
た
と
い
う
。

西
大
門
か
ら
参
道
に
入
る
と
両
側
に
老
杉
が
林
立
し
、
且
つ
て
の

子
院
跡
の
石
垣
が
つ
づ
き
、
重
々
し
い
風
格
が
惑
じ
ら
れ
る
。
や

が
て
本
坊
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
先
三

0
0米
ば
か
り
は
見
事

な
石
段
道
で
あ
る
。

杉
木
立
と
石
段
道
の
終
る
と
こ
ろ
に
仁
王
門
が
建
ち
、
そ
の
上

に
本
堂
が
あ
る
。
し
か
し
元
亀
の
兵
火
に
伽
藍
は
焼
失
し
て
今
の

本
堂
は
度
安
三
年
（
一
六
五

0
)
井
伊
家
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
が
、

さ
す
が
に
大
き
い
建
物
で
あ
る
。
内
陣
厨
子
に
奉
安
す
る
本
尊
の

秘
仏
十
一
面
観
音
立
像
（
藤
原
）
は
高
さ
ニ
・
五
八
米
一
木
彫
り

の
り
つ
ば
な
藤
原
初
期
の
古
仏
で
だ
い
ぶ
風
化
、
損
傷
が
あ
る
。

宇
野
先
生
御
存
知
の
住
職
の
好
意
に
よ
り
、
本
坊
の
拝
観
を
許
さ

れ
る
。
広
間
に
安
置
さ
れ
る
金
銅
弥
勒
半
珈
像
（
鎌
倉
）
は
高
さ

二
七
糎
飛
鳥
、
白
鳳
時
代
に
多
い
形
式
だ
が
鎌
倉
時
代
に
古
い
も

の
を
模
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仏
間
の
前
室
壁
に
掲
げ
ら
れ
る

木
製
絵
馬
二
面
（
桃
山
）
は
巾
一
・
一
米
前
後
で
白
と
黒
の
馬
の

図
を
一
対
と
し
天
正
十
七
年
(
-
五
八
九
）
に
百
済
寺
本
堂
に
施

入
と
い
う
墨
書
が
あ
り
、
桃
山
様
式
の
馬
の
表
現
が
見
事
で
あ
る
。

塔
祉
は
本
堂
斜
め
上
方
の
山
中
に
礎
石
を
残
し
て
い
る
。
塔
趾
ょ

り
出
土
し
た
鎮
壇
具
納
入
壺
は
古
信
楽
の
南
北
朝
頃
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
で
は
日
吉
山
王
神
画
（
鎌
倉
）
黒
漆
輪
宝
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蒔
絵
経
函
（
室
町
）
唐
草
文
磐
（
平
安
）
鏡
鋏
（
建
長
八
年
在

銘
）
三
十
六
歌
仙
屏
風
（
桃
山
）
等
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

書
院
前
面
に
は
最
近
豪
華
な
池
庭
が
作
ら
れ
た
。
土
地
の
花
閾

岩
の
巨
石
を
用
い
て
山
畔
に
多
く
の
石
組
を
作
り
、
池
中
に
中
島

を
設
け
て
清
新
の
感
が
あ
る
。
百
済
寺
か
ら
名
神
高
速
道
路
を
通

っ
て
同
じ
地
名
に
あ
る
今
夜
の
宿
泊
地
、
近
江
温
泉
湖
東
ホ
テ
ル

に
至
る
。
同
温
泉
は
四
国
道
後
温
泉
に
必
適
す
る
三
十
二
度
の
天

然
温
泉
が
湧
い
て
わ
か
し
て
い
る
。
感
じ
の
よ
い
景
観
、
温
泉
気

持
ち
よ
か
っ
た
。
夕
食
は
当
ホ
テ
ル
名
物
の
湖
東
鍋
を
つ
つ
い
て

賑
や
か
に
歓
談
し
た
。

翌
朝
迎
え
に
来
た
近
江
バ
ス
に
て
、
金
剛
輪
寺
（
天
台
宗
）
に

向
う
総
門
か
ら
子
院
跡
の
石
垣
の
間
に
折
れ
曲
っ
て
の
び
る
石
畳

の
道
は
両
側
の
つ
つ
じ
の
低
い
刈
り
込
み
が
長
く
つ
づ
い
て
こ
の

寺
の
参
道
は
他
の
二
山
の
男
性
的
な
荒
々
し
さ
に
く
ら
べ
て
、
や

さ
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
本
坊
を
す
ぎ
て
か
ら
は
こ
こ
も
樹
林
の
中

の
荒
い
石
段
道
に
な
り
本
坊
か
ら
伽
藍
ま
で
の
距
離
は
三
山
中
で

一
番
長
い
。
全
山
楓
樹
が
多
く
紅
葉
の
秋
は
こ
と
に
美
し
く
青
葉

の
時
も
そ
れ
に
お
と
ら
ず
清
々
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
平
十
三

年
に
行
基
菩
薩
が
開
創
し
、
聖
武
天
皇
が
勅
願
寺
と
さ
れ
た
と
伝

え
、
い
ま
も
伽
藍
の
本
堂
を
「
天
乎
大
悲
閣
」
と
よ
ん
で
い
る
。

平
安
初
期
嘉
祥
年
間
（
八
四
八
？
五

0
)
!
1
叡
山
の
慈
覚
大
師
円

仁
が
来
て
天
台
の
道
場
と
し
て
以
来
、
天
台
宗
に
な
っ
た
と
い
う
。

石
段
道
は
二
天
門
が
石
段
の
上
に
あ
ら
わ
れ
る
所
で
よ
う
や
く

終
る
門
内
す
ぐ
正
面
に
大
き
い
本
堂
（
国
宝
鎌
倉
）
が
姿
を
見
せ

る
。
天
台
宗
特
有
の
仏
堂
様
式
を
備
え
た
鎌
倉
時
代
の
代
表
的
な

遣
構
だ
。
弘
安
十
一
年
(
―
二
八
八
）
近
江
の
守
護
佐
々
木
頼
網

が
大
施
主
と
な
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
七
間
に
七
間
、
入
母
屋
造
、

檜
皮
葺
で
あ
る
上
に
正
面
建
具
が
蔀
戸
な
の
で
宮
室
風
な
優
雅
さ

が
あ
る
。
向
拝
が
な
く
正
面
観
は
す
っ
き
り
し
て
い
る
。
内
部
で

は
外
陣
を
広
く
と
り
内
陣
と
の
境
は
吹
寄
菱
格
子
の
欄
間
と
格
子

戸
と
す
る
。
中
央
の
欄
間
に
鍔
口
を
か
け
る
た
め
に
複
弁
蓮
弁
を

め
ぐ
ら
し
た
円
窓
を
造
る
。

厨
子
内
に
は
秘
仏
の
本
尊
聖
観
音
を
奉
安
し
、
厨
子
を
は
さ
ん

で
両
脇
侍
の
不
動
明
王
、
毘
沙
門
天
立
像
（
重
文
、
鎌
倉
）
が
立

つ
不
動
明
王
像
は
建
暦
元
年
(
―
ニ
―
-
）
に
造
ら
れ
、
う
ち
毘

沙
門
天
は
仏
師
源
守
永
の
作
に
な
る
。
ま
た
本
尊
の
護
法
像
四
天

王
（
重
文
）
は
翌
年
の
建
暦
二
年
に
作
ら
れ
た
。
客
仏
阿
弥
陀
如

来
像
（
重
文
）
は
貞
応
元
年
(
―
ニ
ニ
ニ
）
円
派
仏
師
で
あ
る
経

円
が
つ
く
り
、
十
三
世
紀
前
半
期
の
円
派
仏
師
の
作
風
を
知
る
貴

重
な
彫
像
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
慈
覚
大
師
像
二
艦
（
重
文
）
が
あ

り
銘
記
に
よ
る
と
一
謳
は
弘
安
九
年
(
―
二
八
六
）
一
艦
は
正
応

元
年
(
―
二
八
八
）
の
年
記
が
あ
っ
て
、
と
も
に
蓮
妙
が
慈
恵
大

師
六
十
六
艦
造
立
の
発
願
を
な
し
そ
の
内
の
二
謳
で
あ
る
こ
と
が

判
る
。
無
年
記
の
彫
刻
で
重
文
の
も
の
で
は
大
黒
天
像
（
平
安
）

五
六



阿
弥
陀
如
来
像
（
平
安
）
十
一
面
観
音
像
（
平
安
）
の
三
艦
が
あ

る。
本
堂
の
左
方
山
腹
に
三
重
塔
（
重
文
、
鎌
倉
）
は
寛
元
四
年

（
―
二
四
六
）
の
建
立
で
、
永
く
荒
頻
し
て
初
層
、
中
層
の
軸
部

だ
け
と
な
っ
て
い
た
が
一
ニ
ケ
年
の
工
事
で
本
年
完
形
に
複
原
さ
れ

た
。
二
天
門
は
（
重
文
）
室
町
末
期
の
も
の
で
あ
る
。
工
芸
品
に

は
重
文
の
銅
磐
（
鎌
倉
）
重
文
の
梵
鐘
、
高
さ
一
•
四
二
米
鎌
倉

ら
し
い
引
し
ま
っ
た
形
を
示
し
乾
元
二
年
(
-
―
―

10三
）
に
造
ら

れ
大
工
河
内
国
丹
南
郡
黒
山
郷
の
河
内
助
安
の
作
で
あ
る
。
本
坊

は
も
と
の
明
寿
院
で
書
院
南
か
ら
東
に
か
け
て
の
庭
園
（
桃
山
）

は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
南
庭
は
山
畔
か
ら
出
島
に
か
け
て
豪

華
に
石
組
と
刈
り
こ
み
を
配
し
た
池
庭
で
そ
の
中
に
宝
筐
印
塔

（
鎌
倉
）
が
立
っ
て
い
る
。
東
庭
は
高
く
滝
石
組
を
作
り
そ
の
下

に
池
を
う
が
つ
、
総
体
に
桃
山
風
だ
が
江
戸
の
改
修
を
受
け
て
い

る
。
南
庭
の
中
門
内
に
立
つ
下
馬
板
碑
（
鎌
倉
）
も
珍
ら
し
い
古

遺
品
で
あ
る
。
昼
食
は
寺
の
座
敷
で
近
江
温
泉
で
作
っ
た
弁
当
を

た
べ
る
。
宇
野
先
生
よ
り
現
場
そ
の
他
で
懇
切
な
御
話
を
受
け
、

時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
さ
し
て
貰
っ
た
。

次
は
湖
東
町
の
押
立
神
社
に
参
拝
す
る
祭
神
は
火
産
霊
神
、
伊

邪
那
美
の
神
で
大
き
い
森
が
美
し
く
参
道
は
広
々
と
し
て
い
る
。

湖
東
町
の
中
心
を
な
す
神
社
で
あ
る
。
本
殿
（
重
文
）
は
三
間
社

流
造
、
檜
皮
葺
で
棟
札
に
応
安
六
年
(
-
三
七
三
）
の
年
記
が
あ

夏
期
一
泊
見
学
会
の
記

五
七

り
、
神
門
で
あ
る
大
門
（
重
文
）
は
四
脚
門
形
式
で
入
母
屋
造
檜

皮
葺
、
左
右
の
切
妻
造
の
脇
門
は
指
定
に
な
っ
て
い
な
い
が
三
つ

門
で
安
定
し
た
構
成
を
示
し
て
い
る
。
近
文
二
年
(
-
三
五
七
）

と
も
に
南
北
朝
時
代
の
建
物
で
あ
る
。
社
宝
に
は
鬼
面
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
面
裏
に
「
天
文
二
十
歳
辛
亥
三
月
日
賢
徳
作
」
と

朱
銘
が
あ
り
、
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
賢
徳
に
よ
っ
て
打
た

れ
た
こ
と
が
判
る
。
鬼
面
は
般
若
面
に
似
た
二
角
を
頭
頂
に
つ
け
、

額
、
両
眼
下
、
両
眼
の
間
に
深
い
鍛
を
多
く
刻
み
、
目
、
鼻
先
は

異
形
で
両
側
に
張
出
し
た
耳
な
ど
、
の
ち
に
現
わ
れ
て
く
る
鬼
と

は
異
色
な
仮
面
で
、
賢
徳
の
作
例
は
他
に
見
な
い
。

次
に
押
立
神
社
か
ら
南
横
溝
集
落
の
西
方
に
あ
る
善
明
寺
（
臨

済
宗
）
は
、
も
と
天
台
の
寺
で
収
蔵
庫
に
は
丈
六
の
阿
弥
陀
如
来

坐
像
（
重
文
、
藤
原
）
は
高
さ
ニ
・
七
三
米
寄
木
造
、
漆
箔
、
定

印
を
結
ぶ
巨
像
で
裳
懸
座
上
に
坐
し
典
型
的
な
藤
原
後
期
の
秀
作

で
あ
る
。
向
っ
て
左
脇
壇
に
安
置
の
釈
迦
如
来
坐
像
（
重
文
、
藤

原
）
は
一
•
四
五
米
同
じ
く
裳
懸
座
上
に
す
わ
り
寄
木
造
、
漆
箔
、

温
雅
な
藤
原
様
式
を
示
し
胎
内
墨
書
銘
に
よ
る
と
仏
師
は
河
内
講

師
僧
快
俊
で
長
承
二
年
（
―
-
三
三
）
十
月
一
日
御
衣
木
山
入
を

な
し
同
年
十
一
月
二
十
日
遥
立
を
終
っ
た
と
記
し
て
い
る
か
ら
、

約
五
十
日
で
仏
師
快
俊
が
造
像
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

近
江
に
藤
原
時
代
の
如
来
座
像
は
多
い
が
造
立
銘
の
あ
る
も
の

は
至
っ
て
少
な
い
の
で
資
料
的
に
も
重
要
な
像
で
あ
る
。
尚
像
内



夏
期
一
泊
見
学
会
の
記

前
面
に
長
文
の
造
像
銘
記
が
あ
っ
て
多
く
の
結
縁
交
名
が
記
さ
れ

る
。
そ
の
交
名
中
に
土
地
の
豪
族
で
あ
る
依
智
秦
一
族
の
妻
女
の

名
が
多
く
見
ら
れ
て
、
依
智
秦
氏
族
が
十
二
世
紀
に
も
な
お
強
く

湖
東
に
力
を
持
ち
そ
の
妻
女
の
生
家
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
氏
族
と
の
縁
組
が
行
わ
れ
た
か
も
判
り
平
安
後

期
の
在
地
豪
族
の
消
長
が
窺
れ
る
好
史
料
と
し
て
も
興
味
が
も
た

れ
る
。
こ
れ
に
て
見
学
は
終
り
バ
ス
は
近
江
八
幡
駅
に
引
き
返
し

そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
く
。

五
八




